
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 激 甚 化 す る 風 水 害 を 防 止 す る た め の 課 題  

（ １ ） マ ル チ セ ク ト ラ ル ア プ ロ ー チ  

 気 候 変 動 に よ り 気 象 イ ベ ン ト が 頻 発 し 、 日 本 各 地 で

土 砂 災 害 や 水 害 が 激 甚 化 し て い る 。 ① よ っ て 、 体 制 面

の 観 点 か ら 地 域 や セ ク タ ー を 超 え た マ ル チ セ ク ト ラ ル

ア プ ロ ー チ が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） 想 定 を 上 回 る 災 害 の 予 測 と 対 策  

 日 本 の 国 土 の ７ 割 以 上 が 山 岳 地 帯 で 急 峻 な 地 形 に 富

ん で い る 。 ま た 河 川 も 急 勾 配 で あ る 。 さ ら に 人 口 は 洪

水 が 起 き や す い 下 流 部 の 低 地 に 集 中 し て い る 。 こ の た

め 、 こ れ ら の 地 域 で は 予 想 を 超 え る 規 模 の 自 然 災 害 が

起 き や す い ② 。 し た が っ て 事 前 に 大 規 模 な 自 然 災 害 の

発 生 を 予 測 し 、 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る ③ 。  

 

（ ３ ） 防 災 ・ 減 災 技 術 の 研 究 開 発  

 流 域 上 流 部 の 大 半 は 人 口 が 少 な く 少 子 高 齢 化 が 進 ん

で い る ④ 。 治 山 事 業 や 山 腹 工 事 、 河 川 土 木 等 に よ る 山

地 災 害 対 策 や 自 然 環 境 の 状 態 の モ ニ タ リ ン グ を 行 う 従

事 者 が 十 分 で な い 。 生 産 性 の 観 点 （ ？ ） ⑤ か ら そ れ ら

② 予想を超える規模の災害は、わが国だけでなく世界的な傾向です。すなわち、予想を超える自然

災害の発生は、地形ではなく気候変動が要因ではありませんか。 

③ 観点がありません。また、課題を問われているので、文末は「・・・課題である」としましょ

う。 

① 災害が激甚化している状況しか書いていないので、横断的な対応を必要とする背景を書きましょ

う。 
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の 地 域 を カ バ ー す る に は 、 リ モ ー ト セ ン シ ン グ や A I

等 の 技 術 を 活 用 し た 災 害 リ ス ク の 分 析 や デ ジ タ ル 化 な

ど ス マ ー ト 防 災 技 術 の 研 究 開 発 が 課 題 で あ る ⑥ 。  

 

２ ． 解 決 策  

 上 述 の 課 題 の う ち 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 は 「 （ ２ ）

想 定 を 上 回 る 災 害 の 予 測 と 対 策 」 で あ る 。 な ぜ な ら 、

災 害 規 模 を 事 前 に 予 測 し 対 策 を 講 じ る こ と で 、 住 民 の

生 命 や 財 産 を 守 り 社 会 経 済 を 維 持 す る こ と が 可 能 に な

る か ら ⑦ で あ る 。 ま た 、 B C P 対 策 の 観 点 か ら も 重 要

⑧ で あ る 。 以 下 に そ の 解 決 策 を 示 す 。  

 

（ １ ） 流 域 治 水 へ の 転 換  

 想 定 を 上 回 る 災 害 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化 を 踏 ま え 、 集 水

域 か ら 河 川 流 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー が 協 働 で 流 域 治 水

対 策 を 行 う 。 流 域 治 水 は 、 第 ２ フ ェ ー ズ に 入 り 、 新 た

⑧ これは、すべての課題に当てはまります。「最も」の理由になっていません。 

⑨ BCPはどこにも触れられておらず、唐突感があります。 

④ 居住人口が少ないのは、課題と関係ないのではないでしょうか。 

⑤ 少ない従事者で対応できるよう生産性を上げることを念頭に指摘させてもらいました。省力化が

目的ではないのでしょうか。そうであるなら、何を目的として研究開発するのか明確にする必要

があります。 

⑥ 背景と課題が混在しています。→「それらの地域をカバーするには、リモートセンシングや AI 等

の技術を活用した災害リスクの分析やデジタル化など推進する必要がある。よって、生産性の観

点から、スマート防災技術の研究開発が課題である」 
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な 対 策 ⑩ が 挙 げ ら れ て い る 。  

 

（ ２ ） 生 態 系 を 活 用 し た 防 災 ・ 減 災 （ E c o - D R R ）  

 生 態 系 が 有 す る 防 災 ・ 減 災 機 能 を 使 っ た E c o -

D R R を 推 進 す る 。 以 下 に 主 な ３ つ の 具 体 的 な 取 り 組

み を 示 す 。  

① 災 害 を 未 然 に 防 ぐ ー 自 然 の 持 つ 効 果 に よ っ て 災 害 の

原 因 と な る 状 況 を 改 善 す る 。 例 え ば 森 林 に よ る 水 源 か

ん 養 や 土 砂 災 害 の 防 止 、 ⑪ 湿 地 や 水 田 、 た め 池 に よ る

雨 水 貯 留 機 能 に よ り ⑫ 災 害 を 未 然 に 防 ぐ 。  

 

② 住 民 や 企 業 に 被 害 の 受 け や す い 住 宅 や 工 場 を 森 林 や

湿 地 な ど 自 然 的 な 土 地 利 用 に 戻 す こ と で 災 害 暴 露 を 遠

ざ け る よ う 促 す ⑬ 。 災 害 リ ス ク が 高 い 地 域 に 人 が 集 ま

ら な い よ う に す る ⑭ 。  

 

⑬ いくら行政に促されても、所有者が自分の資産を自然に戻すことは、現実的に考えられません。

実効性のある具体的な施策を書きましょう。 

⑭ ここは解決策を書くところなので、最後はやることで終わらせた方が良いでしょう。文章の構成

は、理由→やること→具体例が基本パターンです。→「災害リスクの高いエリアに人を集積させ

ないため、住民や企業に災害暴露を遠ざけるよう促す。具体的には、立地適正化計画及び防災指

針を定め、安全なエリアへ居住機能や都市機能を誘導する。」 

⑪ 並列表記は誤りです。→「森林の水源涵養により土砂災害の防止や」 

⑫ 「・・・による・・・により」→「ため池の雨水貯留機能により」 

⑩ 抽象的です。具体的な対策を書きましょう。 
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③ 災 害 の 影 響 を 軽 減 す る ー 例 と し て 田 ん ぼ ダ ム や 緑 地 、

公 園 の 整 備 、 雨 庭 等 ビ オ ト ー プ の 手 法 に よ る 雨 水 浸 透

や 貯 水 機 能 の 促 進 ⑮ 、 河 川 林 な ど で リ ス ク ⑯ を 低 減 、

霞 堤 な ど の 伝 統 的 防 災 技 術 を 活 用 し 、 被 害 の 拡 大 を 防

ぐ 。  

 

（ ３ ） グ リ ー ン イ ン フ ラ ネ ッ ト ワ ー ク ( G I N ) の 構 築

⑰  

 グ レ ー イ ン フ ラ に よ る 防 災 ・ 減 災 は 起 こ り 得 る 災 害

の レ ベ ル を 予 測 し 設 計 ・ 建 設 さ れ る 。 予 測 不 能 な 規 模

の 災 害 に 対 し て は 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー ク を 活 用 し た ア プ

ロ ー チ を 考 え る ⑱ 。 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー ク で は 保 全 す べ

き 自 然 環 境 や 優 れ た 自 然 条 件 を 有 し て い る 地 域 を 核 に

し 、 そ の 周 辺 に 緩 衝 地 帯 を 設 け 、 コ リ ド ー （ 緑 の 回

廊 ） で つ な ぐ が 、 流 域 治 水 に お け る G I N は 河 川 水 系

を 軸 に 災 害 が 起 き や す い 地 域 を 核 に 、 そ の 周 辺 を 緩 衝

地 帯 に し 、 上 述 ① か ら ③ の 防 災 ・ 減 災 機 能 を 有 す る

G I を ネ ッ ト ワ ー ク で つ な ぎ 、 そ の 機 能 を 十 分 に 活 用

し て 防 災 ・ 減 災 を 図 る 。 ⑲  

 

⑮ 対策が（１）、（２）と同じ視点です。多角的な視点での回答が求められます。 

⑱ 課題は、予測と対策です。予測という言葉はありますが、予測手法がありません。例えば、３D 都

市モデルを活用して、被害状況シミュレーションするなど予測手法を書きましょう。 

⑮ 対策が①と同じ視点です。多角的な視点での回答が求められます。 

⑯ どのようなリスクか分かりません。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 

３ ． 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ る リ ス ク と 対 策  

 流 域 治 水 を 実 現 す る た め の 生 態 系 ネ ッ ト ワ ー ク を 構

成 す る １ つ １ つ の グ リ ー ン イ ン フ ラ は 植 生 の 遷 移 と と

も に 機 能 を 発 揮 す る ⑳ 。 そ の た め コ ン ク リ ー ト 構 造 物

（ グ レ ー イ ン フ ラ ） と 比 べ 効 果 が 不 確 実 で 定 量 評 価 が

で き ず 完 璧 な 災 害 予 測 や 防 護 は で き な い 。 そ こ で 、

G I S や 衛 星 デ ー タ な ど を 使 っ た 評 価 ツ ー ル ㉑ や よ り

効 果 の 高 い グ リ ー ン イ ン フ ラ 技 術 の 開 発 が 解 決 策 ㉒ と

考 え ら れ る 。 さ ら に 、 グ リ ー ン イ ン フ ラ ネ ッ ト ワ ー ク

だ け で は 大 規 模 災 害 に 対 処 で き な い の で 、 グ レ ー イ ン

フ ラ と の ハ イ ブ リ ッ ド が よ り 効 果 的 で あ る 。  ま た 、

ガ バ ナ ン ス や ビ ジ ネ ス モ デ ル の 構 築 と 実 施 が 有 効 ㉓ で

あ る 。 そ の 際 、 流 域 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー と コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 取 り 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 形 成 す る 。  

 

４ ． 業 務 遂 行 の 際 の 要 件 ・ 留 意 点  

① 技 術 者 倫 理 の 観 点  

 災 害 か ら 人 々 の 生 命 や 生 活 を 守 る に は 健 全 な 国 土 と

⑳ 新たなリスクではありません。GIにもともと内在するリスクです。 

㉑ 予測の解決策として書いた方が良いのではありませんか。 

㉒ 抽象的であり、未来の不確実な技術に委ねては解決策と言えません。 

㉓ これも抽象的で、どのような行動なのか分かりません。 

⑲ 一文が長すぎて、分かりづらいです。そのためか、主語述語の関係がおかしくなっています。文

は短くし、接続詞で結びましょう。 
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自 然 環 境 の 保 全 が 要 件 ㉔ で あ る 。 現 代 世 代 だ け で な く

将 来 世 代 の 公 益 確 保 に も 留 意 す る 。  

 

② 持 続 可 能 性 の 観 点  

 流 域 治 水 を 長 期 に わ た っ て 維 持 し 、 激 甚 化 す る 自 然

災 害 に 対 応 す る こ と で 、 持 続 可 能 な 社 会 を 実 現 し て い

く こ と に 留 意 す る ㉕ 。  

以 上 ㉖  

 

㉕ 持続可能性の留意点を問われているのに、持続可能な社会の実現では解答になっていません。 

㉖ 論文は、指定の文字数に収めましょう。足りないのもダメですが、枠外は評価対象になりませ

ん。 

㉔ 倫理の観点ではないですね。 


